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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞

・細川　洋様～療養環境変更のため南Bユニットへ転出となる。

・巴　勇樹様～療養環境変更のため西Bユニットから東Aユニットへ転入となる。

・和田　昌様～療養環境変更のため西Bユニットへ転出となる。

・大家　勇二様～療養環境変更のため東Ａユニットから東Ｂユニットへ移動となる。

＜隔離患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施中。

要求頻回に聞かれるが、対面時は声高さなく穏やか。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。

・竹内　功様～終日隔離中。食事、服薬は拒否されている。

対面時に入院やスタッフに対する不満訴えあるが、興奮はない。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。

・中居　松男様～終日隔離中。食事は介助にて主食全量。副食は拒否され不食。

脱衣行為あるが、大声を出す事や粗暴行為はない。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
・小林　浩哉様～終日隔離中。妄想様発言は聞かれていない。対面時表情の硬さあるが、粗暴行為や不穏さはない。室内徘徊しており落ち着きない。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
・澤村　彬様～詰所前に立ち、スタッフと共に詰所内に入ろうとしたり、ドアを蹴ったり

することあり。表情に硬さみられている。本日、他患とのトラブルあり、
田名部Ｄｒへ報告。多動、他者への干渉的接触があり迷惑が多大になって
いる為、Ｈ29.1.6　15：00終日隔離開始となる。
＜要注目患者様＞
・小澤　和子様～壁に穴を空けたり他者の服を破く行為あり、介入要している。

　　　　　　　　　他者トラブルはない。

＜田名部Dr診察＞

・石川　広光様～臨時薬同内容で7日分処方。

・高橋　伸治様～臨時薬同内容で7日分処方。

・高田　マキ様～リスペリドン(2)1T→2Tへ変更あり、7日分処方。

・三浦　久司様～ヒベルナ(25)止め。タスモリン(1)2T　2×朝・夕処方。

　　　　　　　　他同内容で7日分処方。

・小澤　和子様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方。

・澤村　彬様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方。

・吉島　知寿子様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方。

・中村　寿明様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方。

＜安ヶ平Dr診察＞

・三浦　繁雄様～便が出にくいと訴えあり、センナリド(12)1T　5日分処方。

　　　　　　　　次回より定期。咳・痰絡みあるため、レスプレン3Ｔ　3×ｎｄｅ、

　　　　　　　　オラドルトローチ4Ｔ　4×1　5日分処方。

＜新入院患者様情報＞

氏名：近田　雅二様

生年月日：昭和20年1月2日　72歳

性別：男性

主病名：躁うつ病、症候性てんかん疑い、肺炎治療後

入院形態：医療保護入院

担当医　：馬渡Dr/サポート安ヶ平Dr

＜経過＞

　平成28年12月8日当院入院したが硬直振戦、食事摂取量の低下、SPO2低下があり肺炎の診断にて治療していた。家族より専門治療の希望があり、平成28年12月10日八戸赤十字病院へ転院となった。今回、肺炎治療終了し、痙攣における精査を実施したが、明らかなてんかん所見はないとのことでイーケプラの内服を開始している。

現在、るい痩著明でADL低下も顕著であり食事も経口ではあるものの（舌で潰せる硬さのもの）全介助の状態となっている。当院での治療継続を希望され転院相談があり、平成29年1月6日　東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

